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校章の歴史と由来 

ギリシャの商業神へル

メスの使用杖に由来す

る。ヘルメスはアポロ

ンによりこの杖を授け

られ，以て彼の権標と

した。 

即ち，オリーブの木に

二匹の蛇がまつわり，

中に翼をおいたもの

で，古来平和の象徴とされてきた。本校が校章を定め

たのは，明治21年のことで，東京大学・一橋大学に次

いで三番目に当たる。 

 

現在のクラス名 

｢仁」人を思いやる心 

｢義」人として常に正しい道を守る心 

｢礼」他人を尊重する心 

｢智」豊かな智恵により，正しい判断をする心 

｢信」言行が一致し，人をあざむかない心 
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クラス名の由来と変遷 

現在のクラス名は，明治38年４月に，それまでの甲・

乙・丙・丁のクラス名を，中国儒教思想に由来する

「仁」・「義」・「礼」・「智」と改めたのに始ま

る。昭和10年に「信」組が追加され，クラス名は仁・

義・礼・智・信の５つとなった。これらは人々が日常

において特に守るべき徳目として，中国では「五常」

と総称されている。戦後，女子生徒クラス用として

「和」・「敬」の両組（22年)，学級増にて「清」組

（24年)，定時制開設にともない「浄」組(27年)，

「明」組(28年)，「昭」組（29年）がそれぞれ設けら

れ，クラス名はすべてで１１となった。昭組はのちに

全日女子クラスでも使ったが,昭和48年以降は，男女

混成による共学制が発足したため,以後は，すべての

クラス名が男女クラスの別なく用いられることになっ

た。さて，これらの呼称は，明治38年以来，クラス名

としての実用の外に，生徒たちが日常生活において守

るべき心得としての意味をも併せ持つものとされ，い

わば「校訓」に代わるものとして重んじられてきたも

のである。 
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校歌 
１．歴史に富める下関 

未来に富める下関 

一目に望む千畳の 

丘に築きしわが校舎 

２．国の光を海外に 

輝かすべき商業の 

才智にそへて武士道の 

魂磨くわが校舎 

３．見よ早鞆の瀬戸の波 

千歳の緑とこしへに 

心の誠示さずや 

雄々しき気力示さずや 

４．わが善良の校風に 

養はれたるわが友よ 

堅忍持久の舵とりて 

世の荒波に漕ぎ出でむ 

 

歌詞は国文学者の佐佐木信綱博士，曲は宮内省雅楽

長の上真行（うえ・さねみち）氏になるもの。 

明治43年に制定されて以来歌いつがれたもので，我

が国の校歌中の古いものに属し，昭和29年の70周年に

当り，信時潔（のぶとき・きよし）氏によって合唱曲

に編曲された。 

JASRAC 出 1211866-201 

http://www.jasrac.or.jp/ 
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校歌 
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応援歌（一） 

 

１．天地の精気 防長の 

精華
せ い か

集めし 千畳の 

春乱
らん

櫻
おう

の 花の下
もと

 

秋玲瓏
れいろう

の 月光
かげ

に 

選ばれて立つ 選手こそ 

わが下商の 健男児 

 

２．肥馬原頭
げんとう

に 嘶
いなな

きて 

ここに開けし 争覇
そ う は

戦 

秘めたる剣
つるぎ

 振りかざし 

陣頭に立ち 雄々しくも 

駒を進める 選手こそ 

わが下商の 健男児 

 

３．きのう駻
かん

馬
ば

に 鞭
むち

うちて 

きょうは奏
かな

でん 勝の曲
うた

 

千畳が原に 集
つど

いては 

健児一千 声高く 

永久
と わ

の覇権を 寿
ことほ

がん 

永久の覇権を 寿がん 
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応援歌（二） 

 

１．誇れ選手よ 伝統を 

示せ堂々 貫禄
かんろく

を 

われらは 下商健男児 

雄々しく起
た

った その胸に 

きっと勝つぞと 血が叫ぶ 

 

２．走れ緑の 風切って 

飛べよ大地
だ い ち

を さっと蹴り 

われらは 下商健男児 

雄々しく起
た

った その胸に 

炎
ほのお

と燃ゆる 意気と熱 

 

３．応
こた

え選手よ 凱歌
が い か

もて 

狂う怒濤
ど と う

の 声援に 

われらは 下商健男児 

雄々しく起
た

った その胸に 

誓う勝利の 波がたつ 
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本校の沿革略 

明治 17・9 西之端町に赤間関区内23カ町町立とし 

  て，「赤間関商業講習所」設立認可。 

 17・10 赤間関商業講習所，開校式挙行。 

 19・11 「赤間関商業学校」と改称。 

 24・1 入江町校舎，落成移転。 

 34・4 「市立赤間関商業学校」と改称。 

 35・3 名池山校舎，落成移転。 

 35・6 「市立下関商業学校」と改称。 

 37・2 校旗制定。 

 38・4 学級の呼称を，「仁・義・礼・智」組 

  と改める。 

 43・2 校歌制定。 

大正 4・5 図書館「万古館」（御大典記念）新築 

  落成。 

 15・5 千畳原校舎，落成移転。 

昭和 10・3 講堂（創立50周年記念），新築落成。 

 19・4 女子部を設ける。 

 22・4 併設中学校開設，市立下関女子商業学

校廃校につき，同校生徒を編入学。 

 23・4 「下関商業高等学校」と改称。 

 24・4 生徒会発足。 

 27・4 定時制課程（商業科・夜間部）開設。 

 28・10 校歌編曲。 
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 36・5 鹿児島市立鹿児島商業高校と姉妹校の 

  盟約を結ぶ。 

 39・10 寄宿舎「千畳原寮」，新築落成。 

 43・3 商業科校舎増築落成。 

 47・10 新体育館，新築落成。 

 49・8 「プール」（創立90周年記念）完工落 

  成。 

 53・6 弓道場，新築落成。 

 57・10 新校舎教室棟（創立百周年記念），新 

  築落成。（11月より授業開始） 

 59・4 新校舎管理棟（創立百周年記念），新 

  築落成。 

 59・10 創立百周年記念式典。 

 59・11 青島市第一職業中学と姉妹校の盟約を 

  結ぶ。 

 61・10 釜山商業高等学校と姉妹校の盟約を結 

  ぶ。 

平成 1・3 サブグラウンド完成。 

 6・4 全日制情報処理科１クラス新設。 

 6・10 新図書館（万古館）開館。 

 8・4 定時制課程に「３年修業制」導入。 

 16・10 創立120周年記念式典。 

 25・2 新講堂落成 
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学校教育目標「未来に富める人づくり」 
①社会人基礎力の育成 

②確かな学力の育成 

③キャリア教育の推進 

④部活動，学校行事等の充実 

⑤地域連携教育の推進 

⑥学校安全の質と水準の向上 

〇めざす学校像 「就職も進学も強い 元気下商 ～未来に富める人づくり～」 

〇めざす生徒像 ～仁・義・礼・智・信～ 

①経済社会の持続的な発展を支える職業人として必要

な資質・能力を備えた生徒 

②多様な人々と連携・協力しながら，様々な困難を乗

り越えていくことのできる生徒 

③他者を思いやり，社会に貢献しようとする態度や感

謝する心をもった生徒 

④激しい時代の変化に対応しながら，主体的に未来を

切り拓く力をもった生徒 

⑤郷土に誇りと愛着をもつとともに，グローバルな視

野を合わせもった生徒 

〇日常生活での実践 ～凡事徹底～ 

①進んで挨拶をする。 ②掃除を徹底する。 

③時間・約束を守る。 ④服装・身なりを整える。 

〇チャレンジ目標 スローガン「夢を志へ」 

①国公立大学20名以上合格 

②就職100%内定，３年間は離職しない進路意識の涵養 

③資格取得 全商検定1級3種目以上合格40名以上 
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学則 
 第１章 総則 

第１条 この規則は，学校教育法（昭和22年法律第26

号）第41条の規定に基づき，高等普通教育及び専門

教育を施すことを目的として設置された下関商業高

等学校（以下「本校」という）の入学，教育課程，

卒業及びその他必要な事項を定めるものとする。 

第２条 本校の位置，課程，学科，修業年限及び通学

区域は，次のとおりである。 

位  置 下関市後田町四丁目11番１号 

課  程 全日制 

学  科 全日制商業科及び情報処理科 

      

修業年限 全日制３年 

通学区域 山口県公立高等学校全日制課程の通学

区域に関する規則（昭和45年山口県

教育委員会規則第12号）の定めると

ころによる。 

第３条 本校の職員の定数及び，組織は，別に下関市

教育委員会（以下「教育委員会」という。）の定め

るところによる。ただし定時制の職員の定数につい

ては，山口県教育委員会の定めるところによる。 

第４条 本校の生徒定員は，別に教育委員会の定める

ところによる。 
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 第２章 学年，学期及び休業日等 

第５条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月31日に

終わる。 

第６条 学期は，次のとおりとする。 

第１学期 ４月１日から８月31日まで 

第２学期 ９月１日から12月31日まで 

第３学期 翌年１月１日から３月31日まで 

第７条 休業日は，次のとおりとする。 

１．国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第

178号）に規定する日 

２．日曜日 

３．土曜日 

４．学年始め休業日 ４月１日から４月７日ま

で 

５．夏季休業日 ７月21日から８月31日まで 

６．冬季休業日 12月25日から翌年１月７日ま

で 

７．学年末休業日 ３月21日から３月31日まで 

２ 校長が必要と認めるときは，前項第１号から第３

号までの休業日を変更し，又は同項第４号から第

７号までの休業日を伸縮することができる。ただ

し，その期間は当該休業日を通算した日数の範囲

内とする。 

３ 校長は，第１項に定めるもののほか，特に必要と

認めるときは，あらかじめ教育委員会の承認を得

て，休業日を設けることができる。 
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第８条 非常変災その他急迫の事情があるときは，校

長は，臨時に授業を行わないことができる。 

 第３章 教育課程及び授業日時数 

第９条 本校の教育課程及び授業日時数は，高等学校

学習指導要領の示す基準により校長が定める。 

 第４章 単位の修得及び卒業 

第10条 単位の修得の認定は，生徒の出席時数及び学

習成績の評価によって行う。 

２ 前項の出席時数及び学習成績の評価に関しては，

校長が定める。 

第11条 校長は，本校所定の全課程を修了したと認め

た者には，卒業証書（別記第１号様式）を授与す

る。 

第12条 所定の単位を修得した科目については，請求

により単位修得証明書（別記第２号様式）を交付

する。 

 第５章 入学，転学，休学及び退学等 

第13条 本校に入学することのできる者は，次の各号

の１に該当するものでなければならない。 

１．中学校又はこれに準ずる学校を卒業した者 

２．外国において，学校教育における９年の課

程を修了した者 

３．文部科学大臣が中学校の課程に相当する課

程を有するものとして指定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

４．文部科学大臣の指定した者 

５．学校教育法第23条（同法第39条第３項で準
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用する場合を含む。）の規定により保護者が

就学させる義務を猶予又は免除された子女

で，文部科学大臣が別に定めるところによ

り，中学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認定された者 

６．その他本校において，中学校を卒業した者と

同等以上の学力があると認定された者 

２ 本校に入学を志願する者に対しては，別に教育

委員会の定めるところにより，選抜を行う。 

３ 本校への入学は，学年の始めにおいて，校長が

許可する。ただし，校長は，特別の必要があ

り，かつ，教育上支障がないときは，各学年の

途中においても許可することがある。 

第14条 第１学年の途中又は第２学年以上の学年に編

入学を願い出た者に対しては，相当年齢に達し，本

校で行う学力の検定によって当該学年に在学する者

と同等以上の学力があると認められ，教育上支障が

ない場合には，編入学を許可することができる。 

２ 本校への編入学は，学年の始めにおいて，校長

が許可する。ただし，校長は，特別の必要があり，

かつ，教育上支障がないときは，学年の途中におい

ても許可することがある。 

第15条 正当な事由によって他の高等学校から転学を

願い出た者に対しては，学力の検定を行い，教育上

支障がない場合には，校長は転学を許可することが

ある。 

２ 前条及び前項の学力の検定に関しては，校長
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が定める。 

第16条 本校に入学，編入学又は転学を許可された者

は，許可された日から10日以内に誓約書（別記第３

号様式）に住民票の写しを添えて校長に提出しなけ

ればならない。 

第17条 生徒が他の高等学校に転学しようとする場合

には，その事由を記載し，校長に願い出なければな

らない。 

第18条 生徒が外国の高等学校に留学しようとする場

合には，その期間及び事由を記載し，校長に願い出

なければならない。 

第19条 生徒が休学しようとする場合には，その期間

及び事由を記載し，疾病のときは原則として医師の

診断書を添えて，校長に願い出なければならない。 

２ 休学の期間は，３月以上１年以内とする。ただ

し，校長が特に必要と認めるときは，その期間をさ

らに１年を限り延長することができる。 

第20条 休学の事由が消滅し復学を願い出た者に対し

て，教育上支障がない場合には校長は復学を許可す

る。 

第21条 生徒が復学しようとする場合には，その事由

を記載し，疾病のときは原則として医師の診断書を

添えて，校長に願い出なければならない。 

第22条 特別な事由により転科を願い出た者に対し

て，校長が転科後その学科に必要な単位を修得する

見込みがある場合には，転科を許可することがあ

る。 
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第23条 特別な事由により全日制の課程及び定時制の

課程相互間の転籍を願い出た者に対しては，その者

が修得した単位に応じて，校長は相当学年に転籍を

許可することがある。 

 第６章出欠席等 

第24条 出席，欠席，遅刻及び早退等の取り扱いにつ

いては，校長が定める。 

第25条 生徒の忌引の期間は，次に掲げる日数の範囲

内とする。 

１．父母（養父母，継父母を含む。）７日 

２．曾祖父母及び祖父母（いずれも同一家族内にあ

る場合）５日 

３．曾祖父母及び祖父母（いずれも同一家族内にな

い場合）３日 

４．伯叔父母及び兄弟姉妹３日 

但し，７歳未満の死亡者に対しては１日の遠慮

とする。 

その他…１日 

第26条 生徒が感染症にかかっており，かかっている

疑いがあり，又はかかるおそれのある場合は，校長

は出席を停止させることができる。 

第27条 忌引，感染症等による出席停止の取扱い，そ

の他校長が出席の取扱いとすることを認める場合の

取扱いについては，校長が定める。 

 第７章保護者 

第28条 保護者は，生徒の親権者（親権者のないとき

は後見人）とする。 
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第29条 死亡又は資格の喪失等により保護者に変更が

あったときは，生徒は速やかに新たな誓約書（別記

第３号様式）を校長に提出しなければならない。 

第30条 生徒は，本人，又は保護者が住所，氏名を変

更したときは，速やかに校長に届け出なければなら

ない。 

第31条 保護者は，学校の教育に協力し，学校に対し

てその生徒に関する一切の責任を負うものとする。 

 第８章授業料等 

第33条 授業料及び入学料については，下関市立高等

学校授業料等徴収条例（平成17年２月13日条例第

102号）の定めるところによる。 

２ 校長は，正当な事由がなく授業料を納付しない

生徒に対しては，出席を停止し，又は除籍する

ことがある。 

   第９章表彰及び懲戒 

第34条 校長は，学業，人物その他について優秀な生

徒を表彰することがある。 

２ 前項の表彰に関しては，校長が定める。 

第35条 校長及び教員は，教育上必要があると認める

ときは，生徒に対して懲戒を加えることがある。 

２ 懲戒のうち，退学，停学及び訓告の処分は，校

長が行う。 

３ 前項の退学は，次の各号の１に該当する生徒に

対して行う。 

１．性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

２．学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 
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３．正当な理由がなくて出席常でない者 

４．学校の秩序を乱し，その他生徒としての本分に

反した者 

第36条 生徒が校舎，校具その他の施設，設備を損傷

又は亡失したときは，校長はその情状によってその

全部又は一部を弁償させることがある。 

   第10章補則 

第37条 この学則の施行に関して必要な事項は，校長

が定める。 
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生徒心得と規定について 

1.出欠席等について 

 欠席，遅刻，早退，欠課，忌引きの場合は，その都

度ホーム担任に届けなければならない。 

（１）欠席 

  ・出席すべき日に登校しない場合を欠席とする。 

  ・欠席の場合，それがあらかじめ判明していれ

ば，事前にホーム担任に届け出ること。また，

急病等のためやむなく当日届ける場合は，保護

者を通じて電話等でホーム担任に連絡する。 

  ・学校で認められた試合等のために，やむなく授

業を欠いた場合は出席の取扱とする。対外試合

等で欠席する場合は，事前にホーム担任に届け

出ること。 

  ・次の場合は出席しなくてもよい。 

   忌引，感染症，交通機関の不通による登校不

能，進学・就職のための試験 

  ・忌引の規定は次の通りとする。 

    父母（養・継を含む）………………７日以内 

    曾祖父母・祖父母（同一世帯）……５日以内 

       同（同一世帯でない場合）…３日以内 

    伯叔父母・兄弟姉妹…………………３日以内 

    但し，７歳未満の死亡者に対しては１日の遠

慮とする。 

    その他…１日 

  忌引によって登校しない場合は，電話等でホーム

担任に連絡する。 
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（２）遅刻・早退 

  ・始業時刻を含む１日の始めの部分を欠いた場合

を，遅刻とする。 

  ・遅刻した場合は，その時限の授業担当に口頭で

理由を届け出，次の休み時間にホーム担任に口

頭で理由を届け出ること。 

  ・就業時間を含む１日の終わりの部分を欠いた場

合を早退とする。 

  ・早退する場合は，授業担当にその理由を届け出

るとともに，ホーム担任の許可を必ず得るこ

と。ただし，急病の場合は養護教諭を経てホー

ム担任に届け出てもよい。 

（３）欠課 

  ・各授業時間の半分以上を欠いた場合を欠課とす

る。 

  ・欠課の場合は，できるだけ事前に，または事後

にホーム担任にその理由を届け出ること。 

（４）その他 

  ・年間の出席すべき日数の1/3以上を欠席した者

は，原則として進級できない。 

 

2.学習と単位について 

（１）学習 

  ・教室内では所定の座席に着き，静粛を旨とし，

他人の迷惑にならないように心掛けること。 

  ・授業開始後10分を超えても担当教師が来ない時

は，室長は職員室に連絡すること。 
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  ・特別教室等で授業を受ける場合は，休憩時間中

に移動をおわること。 

  ・自習時間には，許可なく教室を出ないこと。 

  ・校内の掲示や放送によく注意すること。 

（２）単位 

  ・在学年間に87単位を履修する。 

  ・学年末において，その科目の成果がそれぞれの

目指す基準に達したものと協議認定された時，

定められただけの単位数を与える。 

  ・学年末において，学習成果が基準に達しない時

は，その科目の単位修得の認定を延ばし，翌年

度２学期末までに，２回追認試験を行い，単位

の再評価を行う。 

  ・各学年における単位修得状況の不良なものは，

留年あるいは卒業延期とすることがある。 

  ・各学年において，出席すべき授業時数の１／３

以上欠課した場合は，原則としてその科目の単

位は認定されない。 
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3.登下校について 

（１）平日の始業は8時30分であり，終業は15時20分

である。その間の授業時間帯は次の通りであ

る。 

     ８：３０－ ８：４０ 読書の時間 

     ８：４０－ ８：５０ ホームルーム 

     ８：５５－ ８：４５ 第１時限 

     ９：５５－１０：４５ 第２時限 

    １０：５５－１１：４５ 第３時限 

    １１：５５－１２：４５ 第４時限 

    １３：３０－１４：２０ 第５時限 

    １４：３０－１５：２０ 第６時限 

    １５：２５－１５：３５ 清掃 

    １５：４０－１５：４５ 終礼 

  ・読書の時間開始前早めに登校し，終業後は諸活

動の終わり次第すみやかに下校すること。 

  ・登校後下校時までに外出の必要の生じた場合は

「外出届」にその理由を記入し，ホーム担任と

生徒指導部の許可印をもらって外出のこと。用

件が終わって帰校した場合は，必ずホーム担任

に連絡する。 

  ・休日の登校は，当直職員に届け出ること。 

（２）放課後の居残り時間については，次項の規定に

よる。 

 

4.学校居残り時間等の規定について 

（１）行事・部活動などでさらに必要な場合は，関係
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顧問教師あるいはホーム担任等の指導のもと

に，特別な場合を除いて，19時00分まで延長す

ることができる。 

（２）定期考査発表後及び考査期間中の練習等は原則

として中止とする。ただし，関係顧問教師ある

いはホーム担任等の指導のもとに練習等を行う

場合は，１時間程度とする。公式試合等の理由

により，関係顧問教師等が職員会議等で練習時

間等の延長を諮り，承認された場合は時間を延

長することができる。 

（３）早朝練習等については，必要のある場合は関係

顧問教師あるいはホーム担任に届け出て許可を

もらうこと。ただし，授業に支障のないよう8

時20分までとする。 

 

5.風紀一般について 

（１）飲酒，喫煙，破廉恥行為，暴力行為はこれを厳

禁する。なお，暴力行為の被害を受けた時に

は，大小にかかわらずホーム担任＊（等）に届

け出ること。 

（２）・酒類を供し，享楽を目的とする飲食店，その

他生徒としてふさわしくない場所へ出入りして

はならない。 

（３）不要不急の金銭や物品はできるだけ持参しない

こと。 

   ・金銭や物品を紛失し，または拾得した時は，

ホーム担任または係教師に必ず届け出るこ
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と。 

   ・金品が盗難にあった時は，ホーム担任や関係

教師に連絡し「盗難届」を生徒指導部に出す

こと。 

   ・生徒が金品の徴収や賃借をすることは，原則

として禁止する。 

   ・学校生活に不要なものは持参しないこと。

（正当な理由で携帯電話等を携帯する場合は，

「許可願」を提出すること。） 

 

6.服装・容儀の規定について 

（１）校内外を問わず，つねに清潔質素で端正な服装

容儀を保つこと。 

（２）病気等により略装したい場合は，ホーム担任を

通じて許可を得なければならない。 

 

7.学校施設・整備・校具の使用について 

（１）生徒の集会等に学校施設又は設備を使用すると

きは，関係部署に確認をとること。 

（２）・放送設備はこれを無断使用してはならない。 

   ・教師の指示あるいは許可なく，特別教室，保

健室，体育館，講堂，倉庫などに入らぬこ

と。 

（３）火気，電気器具，その他危険物を取り扱う場合

は，関係教師の指導のもとに行い，事後のあと

かたづけは完全にすること。 
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（４）校具や備品，窓ガラスなどを破損した場合に

は，過失，不可抗力を問わず，ホーム担任や関

係教師に連絡し，「修繕届」を事務室に提出す

ること。 

 

8.旅行・合宿について 

（１）部活動関係の合宿については，別に規定がある

ので，顧問教師の指導を受けること。 

 

9.アルバイトについて 

（１）アルバイトは長期休業中を除いては原則として

禁止する。ただし，経済的事由のあるものは事

情によって長期休業中以外でも許可する。 

（２）ただし，次のアルバイトは許可しない。 

   ・酒席での業務 

   ・危険な機械や装置を扱う業務 

   ・危険な場所，塵埃のひどい場所，有毒ガスや

放射線を発散する場所，高温・高圧の場所で

の業務 

   ・有毒な物質や重量物を扱う業務 

（３）アルバイトの許可申請の手続き。 

   ・ホーム担任に願い出て「アルバイト許可願」

を受け取り，記入押印の上ホーム担任に提出

する。 

   ・アルバイトが認められた場合には「アルバイ

ト許可証」と「労働契約書」（２部）がホー
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ム担任から渡されるので，雇用者との間で

「労働契約書」を作成する。「労働契約書」

のうち，１部は雇用者が保管するので，他の

１部を学校で保管しておく。 

   ・アルバイトが終わったならば，「アルバイト

許可証」をホーム担任に返還するとともに，

「アルバイト報告書」を提出する。 

   ・アルバイト中に事故が発生した場合は，直ち

にホーム担任または関係教師に届け出るこ

と。 

 

10.印刷物等の掲示について 

  学校の内外を問わず，生徒が次のことをしようと

する場合は，事前にホーム担任，または関係教師

を経由して，生徒指導部の許可を受けること。 

   ・印刷物などの発行，配布，掲示 

   ・募金活動やこれに類する行為 

 

11.運転免許関係ならびに車運転について 

（１）運転免許関係 

   ・運転免許の取得（二輪・四輪）は原則として

許可しない。ただし，進路等の関係で普通免

許証が必要な者は，届け出により３学年の秋

から自動車学校への入校手続きを行うことが

できる。 

   ・卒業式までに，運転免許を取得する事情が発

生した場合は直ちにホーム担任を経由して生
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徒指導部へ報告すること。 

（２）車関係 

   ・免許を取得した場合でも，在学中は自動車

（二輪・四輪）を運転してはならない。 

 

12.保健衛生について 

（１）定期健康診断等で指摘された疾病異常について

は，早期に完全に治療すること。 

（２）学校内で負傷または急病の起きた場合は，養護

教諭，ホーム担任，部活動顧問に連絡のこと。 

（３）保健室で休養したいときは，ホーム担任または

授業担任に申し出た上，養護教諭の許可を得な

ければならない。 

（４）学校で起きた災害については，日本スポーツ振

興センターに医療費の請求ができるので，養護

教諭に連絡のこと。 

 

13.火災予防について 

（１）・常に火災予防に留意し，特に火気，薬品を使

用する教室においては，取扱を慎重にしまた

許可された場所以外では火気を使用してはい

けない。 

   ・生徒はマッチ・ライター等の点火用具を所持

してはならない。 

（２）火災発生の場合は，冷静迅速に避難する。 

   ・平素は，火災報知設備等に決して触れないこ

と。 
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   ・防火訓練については，別にこれを指示する。 

   ・防火規定については，別にこれを定める。 

 

14.校納金および諸証明書等について 

（１）校納金 

   ・校納金は，毎月15日（３月を除く）に指定預

金口座から引き落とすこととする。 

   ・校納金の納入を怠った者は，完納するまで登

校を停止することがある。 

（２）諸証明書等 

    諸証明書等の交付を受けたい時は，事務室備

えつけの申込書に記入し，ホーム担任を経由

して事務室に申し込むこと。 

 

15.その他 

（１）・休学，復学，退学，転学を希望する場合は，

ホーム担任を通じて，教務部に願い出るこ

と。（復学の場合は旧ホーム担任か教務部） 

   ・現住所を変更した場合は，直ちにホーム担任

を通じて教務部に届け出ること。 

   ・本人，保護者が改姓し，または転籍した場合

は，直ちにホーム担任を通じて教務部に届け

出ること。 

（２）生徒証明書の取り扱い 

   ・生徒証明書は，常時携帯し，大切に取り扱う

こと。 

   ・生徒証明書は，他人に貸与したり，または譲
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り渡してはいけない。 

   ・生徒証明書を紛失した時は，直ちにホーム担

任に連絡し，「再交付願」を総務部に提出し

て再交付を受けること。 

（３） 列車，バス等で通学する場合は，ホーム担任

を経由して，「列車通学定期申込書」「バス

通学定期乗車券購入申込書」を事務室に提出

して，証明をもらうこと。 

（４）・学校への自転車通学は許可していません。 

   ・最寄り駅まで自転車で行く場合や、日頃自転

車に乗る場合には、交通ルールを守りヘル

メットを着用すること。 

 

16.願出・届出一覧 

   所定用紙により，届け出，または願い出て，学

校長の許可を受けるものは次の通りである。 

（１）ホームルーム担任に届け出，願い出るもの。

（生徒手帳の所定欄による） 

   ・欠席，遅刻，早退，欠課，忌引，対外試合等

の諸届 

   ・外出，略装願 

（２）ホーム担任を通じて教務部に届け出，願い出る

もの（所定用紙は教務部） 

   ・休学，復学，退学，転学願 

   ・現住所変更届 

   ・本人，保護者の改姓，転籍届 

（３）ホーム担任または部活動顧問を通じて，生徒指
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導部に願い出，届け出るもの（所定用紙は生徒

指導部） 

   ・校外外出許可願 

   ・盗難届 

   ・遺失物届 

   ・学割証発行願 

   ・アルバイト許可願 

   ・自動車学校入校・普通自動車免許取得願い 

   ・自動車免許取得許可願 

（４）ホーム担任を通じて，総務部に願い出，届け出

るもの（所定用紙は総務部） 

   ・生徒証明書再交付願 

（５）ホーム担任を経由して，事務室に願い出るもの

（所定用紙は事務室） 

   ・列車通学定期申込書 

   ・バス通学定期乗車券購入申込書 

   ・在学証明書 

   ・修繕願 

（６）ホーム担任を経由して進路指導室に申し出るも

の。 

   ・調査書 

   ・成績証明書 

   ・卒業（見込み）証明書 
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教育相談について 
 
生徒のみなさんが不安や悩みを抱えている時に話を

聞き，少しでも安心して学校生活を送ることができる

ようサポートしていきます。 

１．相談内容は何でも良いです。 

  （学習，進路，部活動，心と体，人間関係，い

じめ等） 

２．メールでの相談も受け付けています。 

３．保護者も相談できます。 

４．スクールカウンセラーとの面談を希望する場合

は，事前に担任または教育相談部の先生に連絡し

て下さい。 
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下商図書館万古館利用規定 
（開館および閉館） 

１．開館時間は次の通りである。 

平日８：20～16：20 

ただし，必要に応じて上記時間帯を伸縮すること

もあり，都合により臨時に閉館することもある。 

２．土曜・日曜・祝日等の学校休日は閉館とする。 

ただし，長期休暇中の開館・閉館は別に定める。 

 

（館内閲覧手続と心得） 

３．入館する場合の持ち込みは学習用具のみとする。

特に，館内への飲食物の持ち込みおよび飲食は固く

禁ずる。 

４．一階閲覧室および一階書庫の書籍の閲覧は自由で

ある。それ以外の部屋の入室・利用は係へ届け出

て，許可をうけること。 

５．館内では，静粛を旨とし，礼儀正しくする。閲覧

した図書は，所定の位置に返却すること。 

６．館内では，常に係の指示に従うこと。従わない場

合には退館させることがある。 

 

（館外貸出し手続と心得） 

７．生徒証明書と希望図書をカウンターの係員に提出

する。 
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８．所定の手続を経ずいかなる図書も館外へ持ち出し

てはならない。 

９．図書帯出のきまりは次の通りである。 

(1) 通常の帯出１人３冊以内，期間は２週間以

内。ただし，１回だけ期間を延長することがで

きる。 

(2)禁帯出本について 禁帯出本は原則として貸出

ししない。必要箇所については，図書館備え付

けコピーサービスの利用ができる。 

（一枚10円） 

(3)休暇中の貸出し １人６冊以内。開館日は別に

定める。 

(4)特別貸出し 特別の事情がある場合には，上記

規定を越えて許可することがある。 

10．貸出し図書は，期日内に返却すること。返却は本

人が行い，他人に依頼してはならない。ただし，長

期欠席等の場合には，家族・友人等に依頼して返却

すること。 

11．借りた書籍は常に大切に扱い，他人へのまた貸し

は厳に慎むこと。 

12．紛失・破損・汚損などが生じた場合には，速やか

に係へ届け出て指示を受けること。 

 

（表彰規定） 

13．次の項目に該当する生徒は，表彰することがあ

る。 
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(1)本校図書館の利用による読書活動が特に顕著で

あった者。 

(2)本校図書館における諸活動に特に貢献したと認め

られる者。 

 

（希望図書の購入） 

14．閲覧希望図書で，本校に所蔵されていないもの

は，「購入申し込み票」に記入して申し込むこと

ができる。 
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生徒会規約 
第１章 総  則 

第１条 本会は下関商業高等学校生徒会と称する。 

第２条 本会は下関商業高等学校生徒をもって組織

し，会員各人の自主的精神の高揚を促すとともに会

員相互の問題を自主的に解決することを目的とす

る。 

第３条 いかなる会員たりとも，本会役員その他に加

わり，会員自治のために努力する権利および義務を

有する。 

第４条 本会は，その目的を達成するために次の機関

をおく。 

 １ 執行部  ２ 生徒総会  ３ 室長会 

 ４ 専門委員会  ５ 部・同好会  ６ 応援団 

第５条 本会会員は本規約およびその決議事項を忠実

に履行する責任と義務を負う。 

第２章 執 行 部 

第６条 執行部には，次の役員をおく。 

会長 １名 

生徒会を代表し，本会で行う一切の事業を統括す

る。 

副会長２名（男女各１名） 

会長を補佐し，会長不在のときはその職務を代行

する。 

室長会議長・同副議長（各１名） 

生徒総会，室長会などの円滑な運営をはかる。 
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書記長１名 

書記活動を統括する。 

書記２名 

記録，通信，連絡を行い，会運営の資料を整え

る。 

会計２名 

関係職員の指導と援助のもとに生徒会の会計（予

算の立案等）を行う。 

第７条 執行部は，生徒会活動の計画と実行について

の中心的機関であり，次のことを行う。 

１ 生徒会活動方針案の立案と実施 

２ 生徒総会・室長会への提案と報告 

３ その他生徒会活動の計画と実施 

４ 教職員との連絡交渉および生徒教職員連絡会

の開催 

第８条 生徒会長・副会長・室長会議長・同副議長は

生徒総選挙により選出し，書記長・書記・会計は生

徒会顧問と相談の上，会長・副会長で選出し，校長

が認証する。 

 なお，任期は１年とし，１月より12月までとす

る。 

選出方法については，別に定める。 

第３章生徒総会 

第９条 生徒総会は本会の最高議決機関である。 

第10条 生徒総会は会長の任期中に１回開くことがで

きる。 

ただし，会長並びに室長会委員の１／３以上が必
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要と認めた場合は臨時に開くことができる。 

第11条 総会は会員の２／３以上の出席者がなければ

成立しない。 

第12条 総会においての議決は出席者の過半数をもっ

て可決し，その結果は会長が生徒教職員連絡会に提

出する。 

第13条 総会で議決する案件は，次のとおりである。 

１ 生徒会の活動方針 

２ 生徒会予算・決算の報告 

３ 会長並びに室長会が必要と認めた案件 

４ 会員の１／５以上の連署による要求があった案

件 

５ 生徒会長，副会長，室長会議長，副議長の不信

任 

６ 生徒会規約の改正 

第14条 総会において支障をきたす者は，風紀委員が

忠告し，更に支障をきたす者は，議長の名をもって

退場を命ずることができる。 

第15条 最終結果は会長が室長会委員を通じて全会員

に報告する。 

第４章 室 長 会 

第16条 室長会は生徒の決議機関および執行機関であ

る。 

第17条 室長会は各ホームより選出された正副室長に

よって構成する。 

なお，任期は６ヶ月とし，４月と10月に選出す

る。 
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第18条 室長会は委員の２／３以上の出席がなければ

成立しない。 

第19条 議長は会員および生徒教職員連絡会に対して

室長会の報告をする義務を負う。 

第20条 室長会は議長および室長会委員の１／５以上

の要求があれば臨時に召集することができる。 

第21条 室長会を開く日時，その主旨，または目的お

よび議題を，議長はその前日までに室長会委員に予

告しなければならない。 

第22条 室長会を欠席する場合，欠席する委員は，事

前に議長まで欠席届けを提出し，代理人を出席させ

なければならない。 

第23条 室長会は特別の場合以外は公開する。ただ

し，傍聴者が議事に支障をきたした場合および室長

会委員の過半数の要求があれば議長はこれを退場さ

せることができる。 

第24条 室長会において傍聴者の発言は議長の許可を

得なければならない。ただし，議決権を持たない。 

第25条 室長会は次の事項の審議決定をなすととも

に，必要に応じてその執行を行う。 

１生徒会活動の方針 

２執行部，ホームおよび教職員よりの提案事項 

３会計監査委員，選挙管理委員の任命・罷免 

４その他生徒会活動の重要事項 

第５章専門委員会 

第26条 本会に，次の専門委員会をおく。 

１ 風紀委員会 ２ 美化委員会 
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３ 体育委員会 ４ 広報委員会 

５ 保健委員会 ６ 選挙管理委員会 

７ 会計監査委員会 ８ 臨時委員会 

第27条 各専門委員会は，各ホーム選出の２名（男女

各１名）で構成する。 

なお，任期は６ヶ月とし，４月と10月に選出する。

（保健委員については任期を１年とする） 

第28条 各専門委員会は，生徒会顧問および関係教員

と相談の上，委員長・副委員長を選出する。 

第１節風紀委員会 

第29条 風紀委員会は，会員の風紀の向上を図る。 

第２節美化委員会 

第30条 美化委員会は，校舎内外の美化につとめる。 

第３節体育委員会 

第31条 体育委員会は，体育行事等の企画・実行に当

る。 

第32条 体育委員長は，必要に応じて体育部各部長，

ホーム代表者等で構成する拡大体育委員会を召集す

ることができる。 

第４節広報委員会 

第33条 広報委員会は，学校行事等の広報活動に当

る。 

第５節保健委員会 

第34条 保健委員会は，校内の保健衛生の向上に努め

る。 

第６節選挙管理委員会 

第35条 会長，副会長，室長会議長・副議長の選挙に
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関する事務は選挙管理委員会が管理する。 

第36条 選挙管理委員は投票日の１ヶ月前に室長会よ

り選出された18名によって構成する。 

第37条 主な任務は次のとおりである。 

１ 選挙の告示，立候補者の受付 

２ 投票用紙の作成，投票会場の設営 

３ 立会演説会の開催 

４ 投票の管理と開票 

５ 開票結果の公表 

６ 立候補者のないときの，ホーム推薦者の調整活

動 

第38条 立候補者の受付期間は選挙告示後１週間と

し，期間内に立候補者のない場合は，さらに３日間

延長することができる。 

第39条 選挙管理委員会は被選挙権をもたない。選挙

管理委員が選挙運動をする時および立候補する時は

辞任しなければならない。 

第40条 立候補者は応援責任者１名を定めなければな

らない。また，各自ポスター（５枚以内）を校内に

掲示することができる。 

第41条 選挙管理委員会は立会演説会を開かなければ

ならない。この場合選挙管理委員会は全会員の召集

権を有する。 

第42条 立候補者が１名の場合には，信任投票を行

う。 

第43条 選挙管理委員会は，全投票の終了後，その翌

日までに開票を行い，開票の結果を直ちに公表しな
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ければならない。 

第44条 選挙管理委員会は有効投票の最高数を得たも

のを当選者として決定する。ただし，得票数が同

数，あるいは３名以上の立候補者がある場合で，そ

の上位得票数の差が50票以内の場合は，その者のみ

で決選投票を行う。 

また，信任投票は，有効投票の過半数をもって信任す

る。 

第45条 立候補者がいない時は，選挙管理委員会は

１・２年の各ホームより推薦者を求めることができ

る。 

第46条 選挙は投票用紙を用いた投票により行い，１

人１票とする。 

第47条 次の投票は無効とする。 

１ 正規の投票用紙を用いないもの。 

２ だれを投票したか確認しがたいもの。 

第７節会計監査委員会 

第48条 会計監査委員会は室長会より選出された２名

で構成する。 

なお，任期は６ヶ月とし，４月と10月に選出す

る。 

第49条 会計監査委員会は本会の会計監査を行う。 

第８節臨時委員会 

第50条 室長会は必要に応じて小委員会を設置し，そ

の活動が終了したときに解散する。 

第６章 部・同好会 

第51条 部・同好会の活動は生徒の心身共に健康な発
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育を促し，社会的に教養を高めることを目的とす

る。 

第52条 部・同好会は，その活動が本会活動の一環で

あることを自覚して行動し，いかなる場合にもその

活動が学校の秩序を乱したり，他の部等の活動を妨

げるようなことがあってはならない。 

第53条 部・同好会の活動には，次の機関を置く。 

１ 部長総会 

部長総会は各部・同好会の部長で構成し，部活

動全般に関する事項につき連絡調整を行う。 

２ 文化部長会 

文化部長会は文化部・同好会の各部長で構成

し，文化部に関する事項につき連絡調整を行

う。 

３ 体育部長会 

体育部長会は体育部・同好会各部長で構成

し，体育部に関する事項につき連絡調整を行

う。 

第54条 部・同好会の新設・廃止に当たっては，趣意

書を室長会に提出し，室長会に委員の２／３以上の

賛成を必要とする。 

第55条 予算編成後に設立された部は，その会計年度

の予算配分を受けることはできない。同好会は部活

動予算の配分を受けない。 

第56条 部・同好会の活動団体は，年度始めに部員名

簿，年度末には活動報告書を執行部に提出しなけれ

ばならない。 
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第７章 応 援 団 

第57条 本会員の活動を激励し，発展させるため，応

援団を置く。 

第58条 応援団は執行部に直属し，会長がこれを統括

する。 

第59条 応援団員は，希望者で構成する。希望者のな

いときは，各ホームより選出する。 

第60条 応援団長は執行部の方針に沿って団員を統率

する。 

第８章 会  計 

第61条 会員は，所定の会費を毎月納入しなければな

らない。 

第62条 本会の会計年度は４月１日に始まり，翌年３

月31日に終わる。 

第９章 本規約の改正 

第63条 本規約は必要に応じて適時に改正することが

できる。改正に当たっては室長会委員の在籍数の２

／３以上の承認を以って発議し，全会員の過半数の

承認を必要とする。 

第10章 補  則 

第64条 本会役員および委員は，すべて理由あらば辞

表を室長会に提出し，同会の承認を得て辞任するこ

とができる。 

第65条 この規約は公布の日から起算して１ヶ月を経

過した日からこれを施行する。 
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付  則 

昭和56年４月１日改正新規約施行 

平成９年４月１日改正 

平成20年４月１日改正 

平成26年４月１日電子データ化 

平成31年４月１日改正（「選挙運動や政治的活動につ

いて」を追記） 

令和５年４月１日改正 


